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6. *今居 譲：モデルショウジョウバエを用いた遺伝性若年性パーキンソン病の研究 自律
神経 印刷中 (2012). 

7. *今居 譲、服部信孝：臨床・創薬利用がみえてきたmicroRNA. 遺伝子医学MOOK、 （第
23号） 印刷中 (2012). 

 

〔国際学会〕  

1. Sawada, T., Kanao, T., Kobayashi, Y., Takahashi, R., Imai, Y.: The HECT-type 
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(ア) 第64回日本自律神経学会総会、2011.10.27, 28、秋田. 

 

〔その他〕  

新聞・マスコミ発表 
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特許出願・取得状況 

なし 

 


